
経営目標を達成するために欠かせないのが人材育成。
　ここでは、中産大（中小企業産業大学校）のような
　　外部機関が実施する研修を効果的に人材育成に
　　　活用する方法について考えます。

新連載企画

【問い合わせ先】
（公財）ふくい産業支援センター
人材育成部（中小企業産業大学校）
電話：0776−41−3775　メール：manabi@fisc.jp

研修の詳細は
ホームページをご覧ください

検索中産大

分野 中産大研修 日にち 研修で学ぶポイント
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現場改善 生産現場力リーダー力強化セミナー 7/11 ・現場改善を主導できるリーダーの行動10則
・作業標準書による部下育成

現場改善
５Ｓ 本物の５Ｓ・見える化セミナー 8/8 ・今求められる５Ｓの本当の意味

・５Ｓと見える化をセットにした強力な現場改善手法

Ｑ（品質） ダントツ品質モノづくり対策実践セミナー 11/14・15 ・不良発生、ヒューマンエラーの撲滅方法
・ＩｏＴ時代の標準化

Ｃ（コスト）
Ｄ（納期） 調達基礎力レベルアップセミナー 9/8 ・購買の役割とコスト削減のアプローチ

・品質・納期の管理手法

問題解決 問題再発防止のための
　　「なぜなぜ分析の進め方」 12/5 ・現場の問題を解決するための論理的思考

売
る
現
場

見せ方 選ばれるお店づくり基礎講座 8/24・31
9/7

・ビジュアル思考で考える“支持される”店づくり
・店舗運営の基礎知識（営業計画等）

見せ方 商品の魅力を引き出す手書きＰＯＰ 10/25 ・手書き文字のコツ、配色効果
・キャッチコピーの作り方

接客 接客・クレーム対応力強化セミナー 11/8 ・「あなたから買いたい」と思わせる一流の接客術
・顧客満足につなげるクレーム対応の基本

学びと人材育成第
２
回
“つくる”現場“売る”現場で
社員の戦力を強化する

　企業経営において「現場」は価値を生み出す主体であり、目標達成のために
は現場力の発揮が求められています。今回は、数ある現場の中で「製造」と「販
売」に焦点をあて、そこで働く人に求められる能力や戦力強化に向けた研修に
ついてご紹介します。

中産大では、今回紹介したような現場力を強化するための研修を次表のとおり揃えています。
受講を検討される際の参考にしてください。

福井の基幹産業を支えている「ものづくり技術」。伝統工
芸の熟練の技、こだわりを追求した技など、さまざまなジ
ャンルから福井の「スゴ技」をご紹介する新コーナーです。
県内のものづくりの心意気を感じてください。

福井のスゴ技探訪探訪
その７

「金筬の製造」有限会社春江金筬製作所
　織機の付属具の一つである「筬

おさ

」。竹や金属の薄片を櫛の刃のように並べ枠をつけたもので、縦糸を整え、横
糸を打ち込むための部品であり、織物の製造には必要不可欠です。以前は、筬づくりの専門企業が県内だけでも
数十社あったものの、機屋の減少に合わせて今では10社を切るほどとのこと。手作業での少量多品種生産で顧客
の細かなオーダーに応え、その精度と品質の高さで繊維業界を支える同社に、金筬づくりの技を見せていただき
ました。

「手作業での金筬づくり」
金筬と一言で言っても千差万別。筬羽の厚みやその間隔など、
織機の種類や作る織物によってそれぞれに変わってきます。小
ロット注文の製品には主に手作業で対応する同社。バネ状の治
具の間隔を利用してステンレス製の筬羽を 1 本 1 本狭み込んで
いき、枠にしっかりと固定するためにハンダ付けをし、治具を
外して完成という根気のいる作業で、小さな製品でも一連の工
程に 2 時間は掛かるといいます。職人技と長年の間に培ったノ
ウハウを活かし、丁寧かつ迅速に納品することが同社の強みと
なっています。

ス ゴ 技

同社が製作した小型の金筬。作ら
れる織物の用途や織機によって金
筬の形状もさまざまです。

製作途中の製品のアップ写真。よく
見ると２～３本おきに筬羽の厚みが
変えられています。横軸に見えるの
が、羽の間隔を決めるバネ状の治具。

ハンダで取り付けた枠に製品番号
を刻印して完成。国内はもちろん
のこと、海外にも出荷されます。

工房内に所狭しと立てかけられた
金筬たち。メンテナンスや修理も
手掛ける同社には全国から金筬が
集まります。

スゴ技の様子を動画で公開中！
F-ACTのHP（www.fisc.jp）から

または、こちらのQRコードからご覧ください

有限会社春江金筬製作所　　所在地：坂井市春江町江留上日の出49−1　　電話：0776−51−0023

ビジュアル的な訴求が
できる人が求められる
　販売の現場では、通りかかる店舗の中で
自店を選択して入店し、商品に興味を持っ
てもらい購入に至るまでのお客様の購買行
動を考える必要があります。特に最近では、
陳列やディスプレイ、配色など、ビジュア
ル的な思考による店づくりが重視されてい
ます。手書きPOPも、機械的ではない文
字の形や自然なタッチに温かみがあり、書
き手の思いを伝えることができるツールと
して重宝されています。
　モノだけではなく“ヒトを売る”ことも
意識しなければいけません。“あなたから
買いたい”と思わせる一流の接客技術や、
クレームに臨機応変に対応できるスキルも
求められます。

売る現場
ＱＣＤを意識し継続的に改善できる人が
求められる
　ものづくりの大事な視点としてQCDがあります。不良を取り
除いて品質（Q）を高め、適切な納期（D）で商品を届けるとともに、
正しいコスト（C）管理を行うことです。そして、QCDを適切に回
すために欠かせないのが現場改善。現場改善は“単なる改善”で
はなく、生産“革新”を実現する必要不可欠な活動です。
　現場改善には、たとえばムダ取りが挙げられます。手待ち・動作・
運搬などの付加価値を生まないムダを排除すれば利益創出につな
がります。５Ｓ（整理・整頓・掃除・清潔・躾）も今や現場改善
の基本です。これらを「見える化（見ればすぐにわかる生産現場）」
することで、より作業環境が向上された効率的な生産現場を構築
することができます。
　また、現場改善は経営者や管理者がトップに立ち、全社一丸と
なって取り組むことが大切です。日頃から常にコミュニケーショ
ンを交わし、作業レベル毎に作成した作業標準書をもとに指導・
育成を行うことで、人の成長や現場の活性化に貢献します。問題
発生時には現場を直視し、なぜなぜ分析により徹底的に原因分析
を行い、再発防止に努めることが必要で、これらは、現場リーダ
ーが率先して担う仕事です。

つくる現場
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